
平
成
二
十
三
年
六
月
十
六
日
提
出

質

問

第

二

五

二

号

検
察
庁
に
お
け
る
調
査
活
動
費
の
裏
金
流
用
疑
惑
に
対
す
る
菅
�
人
内
閣
総
理
大
臣
の
過
去
の
取
り
組
み
並
び

に
現
在
の
見
解
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

浅

野

貴

博
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検
察
庁
に
お
け
る
調
査
活
動
費
の
裏
金
流
用
疑
惑
に
対
す
る
菅
�
人
内
閣
総
理
大
臣
の
過
去
の
取
り
組
み
並
び

に
現
在
の
見
解
に
関
す
る
質
問
主
意
書

二
〇
〇
八
年
四
月
四
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
六
九
第
二
三
三
号
。
以
下
、
「
政
府
答
弁
書
一
」

と
い
う
。
）
で
は
、
検
察
庁
に
お
け
る
調
査
活
動
費
に
つ
い
て
、
「
検
察
庁
の
調
査
活
動
費
は
、
検
察
庁
に
お
け
る
事
件
の
調

査
、
情
報
の
収
集
等
の
調
査
活
動
の
た
め
の
経
費
で
あ
る
。
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
八
年
三
月
二
十
日
付
と
同
月
二

十
一
日
付
の
朝
日
新
聞
の
「
内
部
告
発
」
と
い
う
記
事
に
、
元
大
阪
高
検
公
安
部
長
の
三
井
環
氏
が
実
名
で
検
察
庁
に
お
け
る

調
査
活
動
費
の
裏
金
流
用
を
告
発
し
た
経
緯
に
つ
い
て
書
か
れ
た
記
事
（
以
下
、
「
朝
日
記
事
」
と
い
う
。
）
が
掲
載
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
に
は
、
検
察
庁
組
織
に
お
い
て
、
調
査
活
動
費
が
裏
金
に
さ
れ
、
幹
部
職
員
の
飲
食
費
と
し
て
使
わ
れ
る
等
、
流

用
さ
れ
た
事
実
が
あ
る
旨
書
か
れ
て
い
る
。
右
と
菅
�
人
内
閣
に
よ
り
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
政
府
答
弁
書
二
」
（
内
閣
衆
質
一

七
六
第
一
一
一
号
）
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

菅
�
人
内
閣
総
理
大
臣
は
、
民
主
党
幹
事
長
の
任
に
就
い
て
い
た
二
〇
〇
二
年
当
時
、
あ
る
民
放
テ
レ
ビ
番
組
の
取
材
を

受
け
、
「
三
月
に
い
ろ
ん
な
資
料
を
届
け
て
、
内
部
告
発
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
」
と
、
三
井
氏
に
つ
い
て
述
べ
て
お
り
、

ま
た
、
そ
の
後
自
身
の
政
策
秘
書
ら
に
指
示
を
出
し
、
独
自
に
裏
金
問
題
に
関
す
る
資
料
を
集
め
さ
せ
て
い
た
と
も
承
知
す

一



る
が
、
右
は
事
実
か
。
「
政
府
答
弁
書
二
」
で
は
、
何
ら
明
確
な
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
改
め
て
確
認
を

求
め
る
。

二

菅
総
理
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
検
察
庁
に
お
け
る
裏
金
問
題
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
き
た
の
か
説
明
さ

れ
た
い
。
「
政
府
答
弁
書
二
」
で
は
、
何
ら
明
確
な
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
改
め
て
質
問
す
る
。

三

最
高
検
察
庁
、
高
等
検
察
庁
、
地
方
検
察
庁
、
区
検
察
庁
を
含
む
検
察
庁
組
織
全
体
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
偽
造
領
収
書

や
虚
偽
の
伝
票
等
に
よ
り
調
査
活
動
費
が
裏
金
に
さ
れ
、
幹
部
職
員
の
飲
食
費
と
し
て
使
わ
れ
る
等
、
流
用
さ
れ
た
事
例
は

あ
る
か
否
か
と
い
う
問
い
に
対
し
、
前
政
権
に
よ
っ
て
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
政
府
答
弁
書
一
」
で
は
「
御
指
摘
の
よ
う
な
事

例
は
承
知
し
て
い
な
い
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
、
ま
た
鳩
山
由
紀
夫
前
内
閣
と
し
て
も
、
昨
年
一
月
二
十
九
日
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
七
四
第
九
号
）
で
も
、
「
御
指
摘
の
よ
う
な
事
例
は
承
知
し
て
い
な
い
。
」
、
「
検

察
庁
の
調
査
活
動
費
は
、
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
御
指
摘
の
よ
う
な
調
査
を
す
る
必
要
は
な
い
も
の
と
考
え

て
い
る
。
」
と
、
そ
の
よ
う
な
事
実
は
な
い
旨
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
過
去
の
質
問
主
意
書
で
、
菅
�
人
内
閣
と
し
て

も
同
様
の
認
識
を
有
し
て
い
る
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
政
府
答
弁
書
二
」
で
は
「
検
察
庁
の
調
査
活
動
費
は
、
適
正
に
執

行
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
御
指
摘
の
よ
う
な
調
査
を
す
る
必
要
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て

二



い
る
。
一
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
過
去
に
厳
し
く
こ
の
問
題
を
追
及
す
る
姿
勢
を
見
せ
て
い
た
菅
総
理
と
し
て
、
な
ぜ
右
の

よ
う
な
認
識
を
持
つ
よ
う
に
至
っ
た
の
か
、
明
確
な
説
明
を
求
め
る
。

四

障
害
者
団
体
等
を
対
象
と
し
た
低
料
金
の
第
三
種
郵
便
物
制
度
に
係
る
文
書
を
偽
造
し
、
実
態
の
な
い
自
称
障
害
者
団
体

「
凛
の
会
」
に
同
制
度
を
悪
用
さ
せ
た
と
し
て
、
厚
生
労
働
省
の
上
村
勉
元
担
当
係
長
が
一
昨
年
逮
捕
さ
れ
た
。
右
の
事
件

に
絡
み
、
文
書
偽
造
を
上
村
元
係
長
に
指
示
し
た
と
し
て
、
一
昨
年
六
月
に
逮
捕
さ
れ
た
村
木
厚
子
元
同
省
雇
用
均
等
・
児

童
家
庭
局
長
の
公
判
が
昨
年
九
月
十
日
に
行
わ
れ
、
無
罪
判
決
が
下
さ
れ
た
。
右
の
事
件
を
受
け
、
最
高
検
察
庁
に
お
い
て

チ
ー
ム
が
組
ま
れ
、
事
件
の
真
相
解
明
に
向
け
た
作
業
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
法
務
大
臣
の
私
的
諮
問
機
関
で
あ
る
「
検
察
の

在
り
方
検
討
会
議
」
に
お
い
て
も
、
検
察
改
革
に
つ
い
て
の
議
論
が
な
さ
れ
、
本
年
三
月
末
、
「
検
察
の
再
生
に
向
け
て
」

と
い
う
提
言
（
以
下
、
「
提
言
」
と
い
う
。
）
が
な
さ
れ
た
。
「
検
察
の
在
り
方
検
討
会
議
」
は
、
検
察
へ
の
国
民
の
信
頼

回
復
を
図
り
、
真
に
検
察
が
社
会
正
義
を
実
現
す
る
に
足
り
得
る
組
織
へ
と
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立

さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
が
、
確
認
を
求
め
る
。

五

「
検
察
の
在
り
方
検
討
会
議
」
に
お
い
て
、
「
朝
日
記
事
」
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
、
か
つ
て
検
察
庁
に
お
い
て
調
査
活
動

費
が
裏
金
と
し
て
流
用
さ
れ
た
と
い
う
疑
惑
が
議
題
と
な
り
、
議
論
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
あ
る
か
。

三



六

五
で
、
な
い
の
な
ら
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
。

七

「
提
言
」
に
お
い
て
、
「
朝
日
記
事
」
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
、
か
つ
て
検
察
庁
に
お
い
て
調
査
活
動
費
が
裏
金
と
し
て
流

用
さ
れ
た
と
い
う
疑
惑
に
つ
い
て
、
触
れ
ら
れ
て
い
る
箇
所
は
あ
る
か
。

八

七
で
、
な
い
の
な
ら
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
。

右
質
問
す
る
。

四


